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再生紙を使用しています。

主 な 内 容
◆一般質問（要旨）……２～５面
◆議案の審議結果……………６面
◆可決等された案件…………６面
◆委員会の審査………………７面
◆特別委員会活動……………８面
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令
和
５
年
度
か
ら
東
京
都
が
実
施
し
て
い
る
高
校
生
等
医
療
費
助
成

事
業
に
よ
り
、
都
内
全
て
の
自
治
体
に
お
い
て
医
療
費
無
償
化
が
18
歳

ま
で
広
げ
ら
れ
、
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
は
経
済
的
な
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
重
要
な
取
組
で
あ
り
、
都
の
英
断
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
校
生
等
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
所
得
制

限
と
窓
口
で
の
自
己
負
担
を
設
け
た
上
で
、
制
度
開
始
か
ら
３
年
間
は

都
が
全
額
を
負
担
す
る
が
、
そ
れ
以
降
は
市
区
町
村
が
半
額
を
負
担
す

る
制
度
で
あ
る
た
め
、
４
年
目
の
令
和
８
年
度
か
ら
は
各
自
治
体
に
と
っ

て
重
い
負
担
が
生
じ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
23
区
で
つ
く
る
特
別
区
長
会
は
昨
年
６
月
、

当
時
の
会
長
で
あ
る
山
崎
孝
明
江
東
区
長
が
「
東
京
都
が
提
案
し
た
事

業
な
の
で
、
都
が
財
源
を
全
て
負
担
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
現
在
、
都
と

協
議
を
続
け
て
い
る
一
方
、
東
京
都
市
長
会
に
お
い
て
も
同
年
７
月
、
子

育
て
支
援
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、「
高
校
生
等
医
療
費
助

成
事
業
に
お
け
る
財
源
負
担
の
見
直
し
」
の
要
望
書
を
都
知
事
に
提
出

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

福
生
市
に
お
い
て
は
、
都
の
当
該
事
業
に
市
が
自
主
財
源
を
上
乗
せ

し
、
所
得
制
限
な
し
で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
令
和
８
年
度
以
降

は
他
の
自
治
体
と
同
様
に
、
非
常
に
重
い
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
福
生

市
議
会
と
し
て
も
、
子
育
て
支
援
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、

高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
事
業
を
提
案
し
た
都
が
責
任

を
持
っ
て
恒
久
的
に
全
額
を
負
担
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
及
び
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
都
の
制
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市

に
と
っ
て
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
所
得
制
限
及
び
一
部
自

己
負
担
の
設
定
に
つ
い
て
、
制
度
あ
る
い
は
自
治
体
間
で
対
応
が
異
な
っ

て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
、
市
民
に
と
っ
て
大
変
理
解
し
に
く
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
東
京
都
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業
（
高
校

生
等
医
療
費
助
成
事
業
及
び
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
並
び
に
義
務
教

育
就
学
児
医
療
費
助
成
事
業
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
恒
久
的
な
財

政
支
援
を
図
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

１　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業
の
財
源
は
、
都
に
お
い
て
責
任
を
持
っ

て
恒
久
的
に
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
。

２　
高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業
及
び
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成

事
業
に
お
け
る
所
得
制
限
や
一
部
自
己
負
担
を
撤
廃
し
、
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
事
業
に
お
け
る
完
全
無
償
化
を
都
の
全
額
負
担
に
よ
り
実

現
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

�

（
提
出
先　
東
京
都
知
事
）

議
員
提
出
議
案
第
１
号

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の拡充

を
求
め
る
意
見
書

改選後の初定例会が行われました改選後の初定例会が行われました
子どもの医療費助成の拡充を求める意見書を提出子どもの医療費助成の拡充を求める意見書を提出

令和５年第２回定例会
６月13日～６月30日

▲新たな議会がスタート

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
13
日
か
ら
６
月
30
日

ま
で
会
期
18
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
18

件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
18
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
等
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
陳
情
１
件
は
、
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。



（2）令和5年7月25日　　福生市議会だより　　No.234

横田基地について

高校生等に対する経済的支援について

福生駅西口地区市街地再開発事業について

福が生まれるまち、福生のまちづくりの推進について

▲若者向け啓発動画「投票に行こう！-福生の未来のために-」より

▲福生市総合計画第５期より（一部抜粋）

　質問　防衛施設周辺放送受信事業
の助成対象区域指定基準について、
事業の制度及び見直しの概要を伺う。
　市長　自衛隊や米軍のジェット航
空機の離着陸等が頻繁な地域におい
て、ＮＨＫ受信料の地上放送分の半
額相当を補助金として交付するもの。
５月に北関東防衛局より「会計検査
院から騒音の実態を踏まえた指定基
準の見直し等、交付の透明性を十分

　質問　高校生等に対する経済的支
援の現状について伺う。
　市長　国や都を中心に奨学金や高
校授業料無償化等の制度が多数ある。
また、18歳までを対象とする児童扶
養手当のほか、高校生医療費助成が
始まった。さらに、18歳までの子ど
も１人当たり月額5000円を支給する
事業を都が実施予定で、支援が充実
してきている。経済的な支援は国民

　質問　令和４年12月定例会で質問
した際は、建築資材高騰の影響や補
助金確保が難しく、スケジュール変
更など、準備組合と協議を始めたと
の回答だったが、現在の状況を伺う。
　市長　組合とは令和４年10月に一
度立ち止まる判断をし、検討してき
たが、具体的なスケジュールは示せ
ない状況。再開発を支援、推進する
考えは変わらないが、大きな公的資

　質問　ウェルビーイングとは世界
保健機関ＷＨＯ憲章で、肉体的にも、
精神的にも、そして社会的にも全て
が満たされた状態という意味に定義
づけられている。本市の第５期総合
計画の大綱の中で、特に「豊かにす
る」にはウェルビーイングの考え方
が多く含まれていると思うが、本市
における基本的な考え方を伺う。
　市長　ウェルビーイングは国や地

確保すべきとの指摘を受け、今後新
たな基準を制定する」との説明を受
けた。指定基準の見直しは、市民に
大変大きな影響が考えられ、ＣＶ－
22オスプレイの増備により今後さら
に横田基地周辺の騒音が増加する懸
念もあることから、防衛省に対し状
況の十分な考慮を訴えていきたい。
自転車等の安全利用について
　質問　本市の取り組みを伺う。

の生活を保障する国の役割であると
いうのが基本的な考え方であり、本
市はこれら事業のサポートや、市の
役割部分を積極的に推進していく。
幼保小連携のこれまでの成果及び課
題等について
　質問　これまでの成果や課題と、
令和５年度の取り組みについて伺う。
　教育長　３年間の取り組みの成果
については、新１年生が小学校生活

金を投入するため、検討課題が多く、
スケジュールが定まるまで時間が必
要であることをご理解いただきたい。
市議会議員選挙等投票率向上への取
組について
　質問　４月の市議会議員選挙の投
票率は45.75％で、前回を3.47ポイ
ント下回った。これまでの投票率の
分析や投票率向上対策について伺う。
　選挙管理委員会事務局長　市議会

方自治体でも政策の立案等に活用さ
れ始めており、市民の生活の質や生
きがいの向上を目指すという点では、
本市のまちづくりに参考になる面が
ある。本市総合計画（第５期）の大
綱の１つである「豊かにする」では、
本市に関わる人の考え方や生活、そ
れを取り巻く環境を多様化し、充実
させ、日々の暮らしをより良いもの
にできるよう各種施策を講じている。

　市長　令和５年４月より全自転車
利用者へのヘルメット着用の努力義
務化を受け、普及促進及び事故被害
軽減のため購入費用を一部助成する
こととした。また、電動キックボー
ドにおいて運転免許証の不要化等の
規制緩和が予定されていることから、
安全利用について関係機関と連携し、
各種交通安全講習会等を通じルール
やマナーの啓発を図りたい。

を円滑に進めるためのスタートカリ
キュラムの内容改善と、幼稚園・保
育園と小学校の交流活動を充実させ
たこと。課題については、この幼保
小のつながりを持続可能にすること
である。令和５年度は、参加してい
る幼稚園・保育園への研究の委託や
スタートカリキュラムのさらなる改
善、「幼保小連携ガイドブック」を
作成し、連携を一層推進する。

議員選挙では昭和34年の91.22％が
最も高く、現在に近づくにつれ投票
率が低くなるが、一方で期日前投票
の利用者は増加傾向。投票率向上の
取り組みとして、選挙人名簿に登録
された18歳新有権者へのバースデー
カードと啓発グッズ送付、コロナ禍
で中断した駅頭啓発の再開、市ホー
ムページでの若年層向け投票呼びか
け動画の公開等を実施している。

基本事業として「高齢者や障害者等
の社会参加の促進」や「生涯学習の
推進」、「スポーツ・レクリエーシ
ョンの推進」等、市民の生活の質や
生きがいの向上等に結びつく様々な
取り組みを展開しており、これらは
ウェルビーイングの概念と多くの点
で親和性を有すると考えられるため、
引き続き総合計画に基づき、これら
の取り組みをより一層充実させたい。

今定例会では、18名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は８月上旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のＱＲコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問（ 要 旨 ）「市政のここを問う」

▶︎福生市議会 
ホームページ

（通告一覧へリンクします）

正和会
佐藤 弘治 議員

正和会
山崎 貴裕 議員

正和会
小林 貢 議員

正和会
石川 義郎 議員
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自転車ヘルメットについて　

帯状疱疹ワクチン接種費用助成について

部活動の地域移行について

おむつの無料定期便について

ＩＣＴ教育について

▲福生市特別支援教育プログラム

▲児童発達支援センターの設置が予定されている福祉センター�

　質問　６月の定例記者会見で発表
された自転車ヘルメット購入費用助
成について、本市の取り組みを伺う。
　市長　市では今回の改正道路交通
法施行前からヘルメットの購入費用
助成について検討し、都や他市の状
況を注視していた。４月以降も市民
のヘルメット着用の普及が進んでい
ない状況か、着用率を高め、交通事
故における被害軽減を図るために、

　質問　都は４月から50歳以上への
帯状疱疹ワクチン接種費用助成を行
う区市町村に費用の半額を補助する
こととなった。ぜひ、本市もその制
度を活用してほしいが、所見を伺う。
　市長　令和５年度に入って福生市
医師会から帯状疱疹ワクチン接種費
用助成の導入の要望書の提出があっ
た。都の補助金の活用が可能になっ
たことに併せて、要望等の機運が高

　質問　令和５年度より、休日の部
活動の地域連携・地域移行が始まる。
具体的には、土日や休日などの指導
や大会引率を2025年度までに段階的
に地域に移行し、いずれは全ての地
域に移行していく流れである。本市
がどのように取り組んでいくか伺う。
　教育長　福生市教育委員会では、
東京都教育委員会が令和５年３月に
策定した「学校部活動及び地域クラ

　質問　おむつの無料定期便を導入
している自治体が増えてきている。
単におむつ代の補助だけでなく、職
員がご自宅を訪問して子育ての悩み
や困り事などの相談を受ける意味も
あるそうで、訪問を通じて虐待の発
見にもつながる政策と理解している。
子育て支援政策のさらなる拡充が必
要と考えるが、市の所見を伺う。
　市長　おむつの無料定期便につい

　質問　一人１台端末によることの
健康被害の防止、情報モラルを含む
活用能力の習得、家庭学習等での使
用やルールづくりについて、現状と
課題を伺う。
　教育長　長時間使用による健康被
害防止の観点から、全児童・生徒の
端末の使用状況等を毎月把握し、過
度な使用が認められる児童・生徒に
対しては個別の指導を行っているが、

購入費用の一部助成について本定例
会に補正予算を上程した。
特別支援教育について
　質問　令和５年３月に策定された
福生市特別支援教育プログラムにお
いて、専門性のある指導体制の整備
がうたわれているが、所見を伺う。
　教育長　児童・生徒一人一人の可
能性を最大限に伸ばしていくために
は、これまで設置してきた特別支援

まってきたことから、本市も助成の
実施について前向きに検討する。
児童発達支援センター設置について
　質問　開設の時期や場所、規模、
関係諸機関との連携等を伺う。
　市長　様々な審議を踏まえ、総合
的な観点から福祉センターの活用が
最適と判断し、令和６年４月の開設
を目指している。相談支援、児童発
達支援、地域支援の３つを柱として、

ブ活動に関する総合的なガイドライ
ン」及び「学校部活動の地域連携・
地域移行に関する推進計画」を踏ま
え、部活動の在り方についての検討
を加速させていく。具体的には、令
和における福生市立学校の在り方検
討委員会において、検討テーマの一
つに、部活動地域連携・地域移行を
位置づけ、各校長や地域の皆様から
ご意見をいただく予定。また、部活

ては、子育てに関する相談を受ける
機会をつくる手法の一つであると認
識しているが、本市においては、現
在実施している専門職による子育て
支援をしっかりと継続していくこと
が重要であると考えている。本市で
は、妊娠届出時に行うプレママ面談、
妊娠８か月を目安に行うアンケート
や保健センターでの面談、赤ちゃん
が生まれた全てのご家庭への訪問を

一部の児童・生徒については継続的
に指導しても改善されない状況があ
る。そのため、市教育委員会では、
校長会と協議を重ね、令和５年４月
からｉＰａｄのインターネットアク
セスを午後10時から午前５時まで制
限する取り組みを行っている。情報
モラルを含む情報活用能力の習得で
は、各学校の実践事例を収集、好事
例を共有し、児童・生徒が情報モラ

学級等の教育環境を生かし、全ての
教員の特別支援教育に対する理解を
深め、専門性を高めることが重要。
そのため教育委員会は、福生市特別
支援教育プログラムを作成し、各学
校のＯＪＴ等での活用を推奨してき
た。今後とも、本市の多様な支援体
制等を十分に活用するとともに、全
教員の特別支援教育の専門性を高め
るため、研修等の充実を図っていく。

児童や保護者に寄り添った支援を行
うほか、地域における中核的な支援
機関として、関連機関との連携づく
りや援助、助言などの支援を行う。
また保護者了解のもと、各関係機関
と支援状況を共有し、切れ目のない
支援につなげる。保育園や幼稚園、
小・中学校等への訪問支援について
も各関係機関や教育委員会と連絡を
密に行い、運用してまいりたい。

動の地域連携・地域移行に関する検
討委員会を教育部に設置し、本市に
おける部活動の地域連携・地域移行
の可能性や在り方について検討を進
めるため、令和５年度は中学校長や
関係部署との情報共有を図る連絡会
を開催する。今後、国が示した令和
７年度までの改革推進期間の中で、
本市における部活動の地域連携・地
域移行の方向性をまとめていく。

実施するなど、全ての対応に保健師、
助産師等の有資格者が当たり、専門
的な知識と経験を生かし、必要に応
じて適切な時期に関係機関と連携し
た支援を行うことで、安心して出産、
子育てができるよう対応している。
今後については本市の状況に合い、
効果的な施策となり得るものがある
か、他自治体の動向も引き続き注視
していきたい。

ルに関する学習サイトにアクセスで
きるようにする等、教員が指導しや
すい環境整備に努めている。家庭学
習等でのｉＰａｄの使用は、アナロ
グ教材とデジタル教材を適宜組み合
わせた家庭学習を実施。また、家庭
の使用ルールは、児童・生徒と保護
者が話し合って決めるようお願いし
ている。課題は、ルールの必要性を
保護者に啓発することである。

公明党
川﨑 善友 議員

公明党
原田 剛 議員

正和会
清水 義朋 議員

日本維新の会
西尾 壽々斗 議員

生活者ネットワーク
三原 智子 議員
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福生市消防団について

がん対策について

特定不妊治療の助成について

▲ポンプ操法審査会の様子

▲

　質問　消防団活動の現状と今後の
課題について伺う。
　市長　消防団活動として、火災で
の消火活動や台風接近時の警戒のほ
か、ポンプ操法審査会に向けた訓練
や日頃の機関訓練、また、消防訓練
所での各種研修の受講、さらには各
町会で行う防災訓練や応急救護講習
会での指導を行っている。課題であ
る団員確保については、処遇改善、

　質問　がん検診受診率の目標につ
いて、国は胃、肺、大腸、乳、子宮
頸部の五つのがんについて検診受診
率60%を目指すとしているが、本市
のがん検診の受診率の推移と今後の
取り組みについて伺う。
　市長　がん検診受診率の目標につ
いて、平成24年度から令和３年度ま
での10年間では、がん検診推進事業
の対象年齢が変更されたため、上昇、

　質問　１回当たりの平均費用は体
外受精が38万円、顕微授精が43万円
と、高額な費用が支障となり、子ど
もを授かること自体を諦める人がい
ることで、少子化が進むと考えられ
る。令和４年４月より特定不妊治療
が公的医療保険の適用対象となり、
自己負担が３割になったことで、金
銭的なハードルは大幅に低くなった
が、自己負担を減らすための補助を

ＰＲ動画の作成等を支援しているが、
今後も消防団と意見交換を行い、団
員確保に取り組んでいく。
公園の現状と今後の課題について
　質問　公園の現状と今後の課題に
ついて伺う。
　市長　本市では、公園維持管理計
画の策定作業を令和４年度から５年
度にかけて進めている。令和４年度
は、公園の現状整理や分析、現地で

下降が見られるが、令和３年度から
は復調傾向にある。がん検診を受け
ることの重要性など事業のＰＲに努
めるとともに、事業の実施方法につ
いても検証を行い、引き続き受診率
向上に努める。
自転車駐車場の設備改修等について
　質問　市の自転車駐車場は設備の
老朽化が進み、開設時と利用状況も
変化している。原付等の駐車スペー

することはできないか。また、公的
医療保険の適用外でも有効な治療が
あると思われるが、これについて補
助を行うことを考えているか。市の
所見を伺う。
　市長　体外受精及び顕微授精等の
特定不妊治療に対し、市では利用者
の経済的負担軽減のため、平成31年
４月より東京都の特定不妊治療費助
成事業の承認通知を受けている方を

の実態調査のほか、無作為に抽出し
た18歳以上の市民や市内小学校５年
生、公園ボランティアにご登録いた
だいている団体や個人、実際に公園
を利用している方などを対象にした
アンケートによる意見聴取を行い、
現在はこれらの実態調査や市民アン
ケートから得た情報を基礎資料とし
て課題を抽出し、公園整備の方向性
と基本方針の検討を進めている。

スを拡大したり、もっと余裕を持っ
て利用できる駐車場に改良をという
声もあるが、自転車駐車場の設備改
修について、市の所見を伺う。
　市長　市が管理する自転車駐車場
８か所について、経年劣化や不具合
が目立ち始めている。今後、自転車
駐車場を改修する際は利用者の意見
も参考にし、現状に即した自転車駐
車場の整備に取り組んでいく。

対象に、市独自の特定不妊治療費助
成事業を実施してきた。保険適用に
より受付は終了し、現在は経過措置
として申請時の助成を行っている。
保険適用後の助成について、現状で
は、保険適用後の助成を既に実施し
ているのは東京都26市中４市となっ
ている。今後、当市においても、特
定不妊治療助成の実施に向けて検討
してまいりたい。

避難所等について

▲みずくらいど公園の防災設備

　質問　台風等で避難指示が出され
た際、避難所にたどり着けない市民
をつくらないための市の対応を伺う。
　市長　本市では、東京都災害情報
システム（ＤＩＳ）等を活用し、災害
対策本部や各避難所で情報を共有す
ることで、仮に避難所がいっぱいで
も、空きがある避難所へ案内できる
ようにしたほか、体育館が満員にな
った際に教室を避難スペースとして

有効活用する優先順位の設定等を行
うなど、体制を整えている。
一時避難場所としてのみずくらいど
公園及び日光橋公園について
　質問　みずくらいど公園、日光橋
公園設置の装備品を使用しての避難
訓練実施を希望する声を耳にする。
自主防災組織や希望者等を対象に総
合防災訓練の一環としての実施が必
要と考えるが、市の所見を伺う。

　市長　本市では災害等に対応する
ため、初動活動体制の確認と、指定
避難所の開設に重きを置いて総合防
災訓練を実施している。今後は自主
防災組織などの関係機関と意見交換
を重ねた上でより実効性のあるもの
となるよう充実に努めていくが、地
域の皆様には日頃の防災訓練等でも、
みずくらいど公園と日光橋公園の防
災設備を活用していただきたい。

感染症への対応について
　質問　予防接種法に基づく感染症
に対する定期接種の現状と対応につ
いて伺う。
　市長　現在Ａ類疾病として14種類、
Ｂ類疾病として２種類の計16種類の
定期接種を行っている。ＢＣＧの定
期接種は保健センターで集団接種を、
その他の定期接種は各医療機関で個
別接種を実施している。ＢＣＧ集団
接種については、新型コロナウイル

ス感染症への対応として、令和２年
６月より実施回数と定員を細分化し
３密を回避して進め、現在はコロナ
禍前と同様の月１回の接種に戻して
いる。接種率について大きな影響は
なく、市ホームページ等でコロナ禍
であっても予定どおり接種を受ける
ように勧めた結果だと考えている。
今後も接種希望者が速やかに定期接
種を受けられるよう関係機関等と連

携して定期接種実施に努めていく。
　質問　接種率に影響はないとのこ
とだが、新型コロナウイルス感染症
のために接種できなかった方がいた
のか等、予防接種ごとの変化を伺う。
　福祉保健部参事　新型コロナウイ
ルス感染症の影響の有無を含めて、
個々の事情は把握していない。小児
の予防接種全体の接種率に大きな変
化はなかった。

▲拝島駅北口自転車駐車場

正和会
幡垣 正生 議員

正和会
森田 哲哉 議員

正和会
小澤 芳輝 議員

正和会
仲間 正司 議員

公明党
堀 雄一朗 議員
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米軍横田基地について

インクルーシブな公園の整備について

福生市の交通安全の取組について

▲C-12（YOKOTAJOHOのブログその２より）

▲東京都「だれもが遊べる児童遊具広場」整備のガイドラインより

　質問　横田基地所属Ｃ－12の部品
遺失について、４月19日付の情報提
供においての経緯や市の対応を問う。
　市長　４月19日の防衛省北関東防
衛局からの情報提供では、横田基地
所属Ｃ－12の飛行後点検で、約10イ
ンチ×約４インチ、重さ約２ポンド
の翼端ライトレンズが紛失している
ことが判明。部品が機体から分離し
た具体的な場所は不明、時期は令和

　質問　インクルーシブとは、包摂
的な、包み込むようなという意味の
言葉で、ＳＤＧｓが掲げる17の目標
の中にも多く使用されている。近年、
この理念に基づいたインクルーシブ
な公園の整備が進んでおり、東京都
では「だれもが遊べる児童遊具広
場」整備のガイドラインを作り、障
害の有無にかかわらず子供たちが安
全に遊ぶことができる遊び場の整備

　質問　本市では定期的に交通安全
活動が行われているが、地域に対す
る取り組みや全体の概要、地域の
方々への働きかけについて伺う。
　市長　第２次福生市交通安全計画
等に基づき、ソフトとハードの両面
から様々な取り組みを展開している。
ソフト面では、春と秋の年２回の全
国交通安全運動における交通安全推
進委員会と町会・自治会による交通

５年４月18日午前９時26分から午前
11時34分までとのこと。この情報提
供に対し、横田基地に関する東京都
と周辺市町連絡協議会から米軍に対
して、原因究明や再発防止を図るこ
と等を要請し、国に対しても米軍へ
申し入れるよう要請を行った。
多摩地域の有機フッ素化合物（ＰＦ
ＡＳ）汚染問題について
　質問　都が５月23日に行った「有

に取り組んでいる。インクルーシブ
な公園は、本市の掲げる「人を育み
　夢を育む　未来につながるまち　
ふっさ」を象徴する新たなランドマ
ークとなり得るものと考えるが、本
市におけるインクルーシブな公園の
整備について、市の所見を伺う。
　市長　インクルーシブな公園の整
備は、障害の有無や年齢、性別にか
かわらず、多種多様な方が公園を利

安全テントの設置や、小・中学校で
の交通安全教室など交通安全教育へ
の取り組み、駅前などでの自転車マ
ナーアップキャンペーンの実施など、
様々な交通安全啓発活動を推進して
いる。ハード面ではカーブミラー、
ガードレール等の設置や区画線の引
き直し、車両のスピード抑制のため
の路面標示等、市道上における危険
箇所の解消に努めている。

機フッ素化合物対策の推進に関する
緊急要望」について市の所見を伺う。
　市長　人・環境への影響から対策
までを盛り込んだ内容で、市として
は都が国に対して緊急要望を行った
ことを評価する。また、都内26市で
組織する東京都市環境・公害事務連
絡協議会から都市長会を通じて都へ
要望等を行っており、我々の行動が
今回の緊急要望に繋がったと考える。

用するために大切なことと認識して
いる。市では公園に限らず、全ての
人に優しい施設の整備やバリアフリ
ー化の促進について理解し、協力を
惜しまない社会の実現を目指し、福
生市バリアフリー推進計画を策定し
ている。他自治体のインクルーシブ
な公園の整備や利用状況、導入への
課題等を調査し、今後の整備に取り
入れられるか引き続き研究していく。

　質問　銀座通りで外国人と思われ
る車が逆走しているのが散見される。
一方通行違反の対策を伺う。
　都市建設部長　交通規制に関わる
案件は警察の管轄となるが、具体的
な場所、状況等ご相談をいただきな
がら、福生警察署に対し道路標識等
に不備があれば改善を、また常習的
に逆走が行われる場所があれば取締
りを行っていただくなど要望したい。

子どもの人権を守る学校給食費無償化について

▲牛浜駅での自転車マナーアップキャンペーンの様子

　質問　子どもの貧困を救い、人権
を守るためには学校給食費無償化が
必要だと考えるが、市の考えを伺う。
　教育長　学校給食費は学校給食法
で保護者の負担とすると明記されて
いる。市教育委員会として、現時点
では無償化は自治体独自ではなく、
国等で対応すべきものと考えている。
　質問　給食費の支払いができない
と知ったときに、子どもはどう思う

か。改めて市の考えを伺う。
　教育部長　経済的な支援が必要な
家庭には就学援助制度等による給食
費の公費負担があるため、本市の児
童・生徒は全員が給食を当然に食す
ることができている。また、給食費
を滞納している家庭に対して、保護
者宛ての催告書の送付や臨戸訪問な
どを実施する際も、あくまで保護者
を対象として、児童・生徒に影響が

及ばないよう十分に配慮している。
　質問　給食費を滞納している家庭
には催告書を郵送することで、子ど
もに配慮していることは十分に評価
できるが、１人残らず人権を守ると
いうことであれば不十分と考える。
令和３年度決算においての滞納世帯
数、児童・生徒数を伺う。
　教育部長　給食費未納の世帯数は
77世帯、児童・生徒数は94人である。

公明党
青木 健 議員

日本共産党
市毛 雅大 議員

日本共産党
伊藤 広美 議員

立憲民主党
市川 佳樹 議員

　パソコンのほか、スマートフォン、タブレット端末でも視聴いただけます。　パソコンのほか、スマートフォン、タブレット端末でも視聴いただけます。
議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会を感じていた議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会を感じていた
だけます。ぜひご利用ください。だけます。ぜひご利用ください。
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東
京
都
等
の
各
種
融
資

制
度
に
お
け
る
優
遇
措
置
に

お
い
て
も
順
次
終
了
と
な
っ

て
い
る
状
況
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

症
法
上
の
位
置
づ
け
が
第
５

類
へ
移
行
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
本
特
例
措
置
を
削
除
す

る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
、
シ
ニ
ア
お

買
物
券
配
布
事
業
な
ど
の
ほ

か
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
設
置
に
伴
う
施
設
整
備
工

事
な
ど
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
７
億
７
３
２
６
万
４
千
円

を
追
加
し
、
２
８
８
億
８
２

１
０
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

　
主
な
歳
入
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
の

国
庫
補
助
金
３
億
５
６
８
３

万
３
千
円
の
ほ
か
、
物
価
高

騰
対
策
事
業
な
ど
を
実
施
す

る
に
当
た
り
、
一
般
財
源
の

不
足
を
補
う
た
め
、
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
３
億
８
千
万

円
を
繰
り
入
れ
る
も
の
。

　
歳
出
で
は
、
社
会
福
祉
費

が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

対
し
て
１
世
帯
当
た
り
３
万

円
を
支
給
す
る
住
民
税
非
課

税
世
帯
物
価
高
騰
支
援
給
付

金
給
付
事
業
や
、
高
齢
者
の

家
計
支
援
の
た
め
１
人
１
万

円
の
商
品
券
を
配
布
す
る
シ

ニ
ア
お
買
物
券
配
布
事
業
等

で
、
５
億
６
５
５
７
万
５
千

円
。
ま
た
、
商
工
費
は
、
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
地
域
経

済
の
活
性
化
と
消
費
喚
起
を

促
す
た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
等
で
、
１
億
１

４
４
５
万
７
千
円
な
ど
と
す

る
も
の
。

●
中
央
図
書
館
改
良
工
事

（
建
築
）請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て

　
同
工
事
の
契
約
に
つ
い
て
、

イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
の

適
用
に
伴
う
契
約
金
額
の
変

更
及
び
設
計
変
更
に
伴
う
契

約
金
額
を
変
更
す
る
た
め
、

条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
得
る
も
の
。

●
中
央
図
書
館
改
良
工
事

（
空
調
設
備
）請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

　
同
工
事
の
契
約
に
つ
い
て
、

イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
の

適
用
に
伴
う
契
約
金
額
の
変

更
及
び
空
調
設
備
の
機
器
調

達
の
遅
れ
に
伴
う
工
期
の
変

更
を
す
る
た
め
、
条
例
の
規

定
に
よ
り
議
会
の
同
意
を
得

る
も
の
。

●
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
自
治
功
労
表
彰
に
つ
い

て

●
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
三
輪
以
上
の
原
動

機
付
自
転
車
に
係
る
種
別
割

の
税
率
に
関
す
る
規
定
を
整

備
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。

●
福
生
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

　
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の

施
行
に
よ
り
、
関
連
す
る
所

掌
事
務
が
厚
生
労
働
省
か
ら

こ
ど
も
家
庭
庁
へ
移
管
さ
れ

る
こ
と
や
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
法
令
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
引
用
す

る
規
定
を
整
理
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の

施
行
に
よ
り
、
所
掌
事
務
が

厚
生
労
働
省
か
ら
こ
ど
も
家

庭
庁
へ
移
管
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
国
の
基
準
を
引
用
す

る
規
定
を
整
理
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
中
小
企
業
振
興
資

金
融
資
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
よ
り
影
響
を

受
け
て
い
る
市
内
事
業
者
に

可
決
等
さ
れ
た
案
件

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

（
要
旨
）

　
市
議
会
議
員
と
し
て
、
20

年
の
長
き
に
わ
た
り
市
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
串
田
金
八

氏
を
自
治
功
労
表
彰
す
る
も

の
。

●
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
自
治
功
労
表
彰
に
つ
い

て
　
市
議
会
議
員
と
し
て
、
12

年
の
長
き
に
わ
た
り
市
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
池
田
公
三

氏
を
自
治
功
労
表
彰
す
る
も

の
。

●
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
一
般
表
彰
に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て

貢
献
さ
れ
た
坂
本
和
良
氏
、

町
会
長
、
自
治
会
長
と
し
て

貢
献
さ
れ
た
関
根
孝
明
氏
、

社
会
教
育
委
員
と
し
て
貢
献

さ
れ
た
野
村
亮
氏
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
委

員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
小
出

宏
氏
、
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
と
し
て
貢
献
さ

れ
た
高
橋
ヱ
ツ
子
氏
、
澤
口

賢
一
氏
、
社
会
福
祉
協
力
委

員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
竹
島

子
氏
、
板
寺
正
行
氏
、
横

田
昭
子
氏
、
那
須
和
美
氏
、

小
野
チ
ヨ
子
氏
、
田
村
誠
一

郎
氏
、
地
域
福
祉
推
進
委
員

会
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た

島
田
雅
由
氏
、
学
校
医
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
津
村
豊
明
氏
、

交
通
安
全
推
進
委
員
会
委
員

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
細
谷
禎

治
氏
、
小
池
武
美
氏
、
情
報

公
開
審
査
会
委
員
及
び
個
人

情
報
保
護
審
議
会
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
福
岡
謙
二
氏
、

明
る
い
選
挙
推
進
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
和
泉
進
二
氏
、

学
校
歯
科
医
、
市
立
保
育
園

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 生活者
ネットワーク 立憲民主党 日本維新の会 議決結果

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会

市　長　提　出　議　案

議案第29号 福生市税賦課徴収条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第30号 福生市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第31号 福生市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第32号 福生市中小企業振興資金融資条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第33号 令和５年度福生市一般会計補正予算（第３号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第34号 中央図書館改良工事（建築）請負契約の変更について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第35号 中央図書館改良工事（空調設備）請負契約の変更について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第36号 福生市表彰条例に基づく自治功労表彰について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第37号 福生市表彰条例に基づく自治功労表彰について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第38号 福生市表彰条例に基づく一般表彰について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第39号 市道路線の廃止について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第40号～ 46号 福生市農業委員会委員の任命について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議　員　提　出　議　案

議員提出議案第１号 子どもの医療費助成の拡充を求める意見書 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案の審議結果 （〇賛成　×反対） 録画映像をご覧いただけます

嘱
託
歯
科
医
及
び
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
大
浦
邦
夫
氏
、

消
防
団
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
、

現
在
も
な
お
活
躍
を
さ
れ
て

い
る
野
地
惇
志
氏
、
市
道
用

地
と
し
て
土
地
を
寄
附
さ
れ

た
若
林
明
美
氏
を
一
般
表
彰

す
る
も
の
。

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
　
民
有
地
の
敷
地
の
一
部
で

一
般
の
交
通
の
用
に
供
さ
れ

て
お
ら
ず
、
市
道
と
し
て
機

能
し
て
い
な
い
市
道
２
１
６

号
線
を
廃
止
す
る
も
の
。

●
福
生
市
農
業
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
福
生
市
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
、
木
下
義
彦
氏
、
野

﨑
賢
吾
氏
、
野
島
章
氏
、
古

谷
清
一
氏
、
細
谷
善
道
氏
、

村
野
正
氏
、
吉
澤

治
氏
の

７
名
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
す
る
も
の
。

▲福生市表彰式で表彰された方々
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東
京
都
の
独
自
支
援
に
よ
り
、

第
２
子
は
半
額
、
第
３
子
以

降
は
無
償
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
５
年
10
月
か
ら
は
、
第

２
子
に
つ
い
て
も
無
償
化
と

な
り
、
こ
れ
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
改
良
で
あ
る
。

　
福
祉
バ
ス
運
行
事
務
に

つ
い
て
、
福
祉
バ
ス
の
第
３

の
運
行
ル
ー
ト
を
整
備
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
バ
ス
停
の

新
設
箇
所
数
及
び
利
用
者
へ

の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

　

新
し
い
バ
ス
停
の
数
に

つ
い
て
は
、
９
月
ま
で
に
は

ル
ー
ト
を
含
め
決
定
し
た
い
。

市
民
へ
の
周
知
は
、
新
し
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
の
ほ
か
、
チ
ラ
シ
を
作
成

し
、
全
戸
配
布
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
生
活
保
護
事
務
に
つ
い

て
、
基
準
に
つ
い
て
の
見
直

し
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
５
年
度
、
６
年
度

の
２
年
間
の
み
の
臨
時
的
、

特
例
的
な
措
置
で
あ
り
、
生

活
保
護
受
給
者
１
人
当
た
り

月
額
１
０
０
０
円
を
加
算
支

給
す
る
も
の
で
あ
る
。

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
今
回
の
改
正
で
、
実
務

へ
の
影
響
は
な
い
か
。

　

特
に
実
務
へ
の
影
響
は

な
い
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

(

市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分)

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
物

価
高
騰
支
援
給
付
金
給
付
事

業
の
概
要
を
伺
う
。

　
物
価
高
騰
の
負
担
感
の

大
き
い
住
民
税
均
等
割
の
非

課
税
世
帯
に
対
し
て
１
世
帯

当
た
り
３
万
円
を
給
付
す
る
。

　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
に
つ
い
て
、
工
事
内

容
及
び
障
害
児
通
所
人
数
、

現
在
の
施
設
利
用
者
へ
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
遊

戯
室
や
指
導
訓
練
室
を
整
備
。

児
童
通
所
人
数
は
、
１
日
当

た
り
10
名
を
予
定
、
現
在
の

施
設
利
用
者
へ
の
影
響
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
保
育
所
運
営
事
業
認
定

こ
ど
も
園
施
設
型
給
付
事
業
、

地
域
型
保
育
給
付
事
業
、
認

可
外
保
育
施
設
運
営
助
成
事

業
、
病
児
保
育
事
業
、
幼
稚

園
教
育
振
興
事
業
に
つ
い
て
、

物
価
高
騰
対
策
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
給
付
金
の
積
算

根
拠
は
。
ま
た
、
第
２
子
保

育
料
無
償
化
制
度
に
つ
い
て

伺
う
。

　
給
食
費
、
光
熱
水
費
に

つ
い
て
、
各
園
の
令
和
３
年

度
の
決
算
額
に
物
価
上
昇
率

を
乗
じ
た
額
を
支
給
す
る
。

第
２
子
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

０
歳
か
ら
２
歳
児
ク
ラ
ス
は
、

と
同
様
の
内
容
で
、
令
和
５

年
度
は
利
用
し
や
す
い
よ
う

商
品
券
を
事
前
に
切
り
離
し

て
保
管
す
る
こ
と
を
推
奨
す

る
。
広
報
ふ
っ
さ
７
月
15
日

号
で
詳
細
を
案
内
し
、
７
月

下
旬
に
申
込
み
は
が
き
付
き

チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
、
８
月

14
日
ま
で
申
込
み
受
付
、
９

月
１
日
か
ら
９
月
14
日
ま
で

郵
便
局
で
販
売
、
利
用
期
間

は
９
月
15
日
か
ら
令
和
６
年

１
月
31
日
ま
で
を
予
定
し
て

い
る
。

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て　
払
い
下
げ
の
金
額
、
市

道
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て

い
な
い
路
線
の
数
と
総
延
長

を
伺
う
。

　
払
い
下
げ
金
額
は
約
３�

０
０
万
円
程
度
を
見
込
み
、

今
回
廃
止
を
行
う
こ
と
で
現

在
機
能
を
有
し
て
い
な
い
市

道
路
線
は
31
路
線
、
総
延
長

約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

　
６
月
21
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
改
正
箇
所
が
非
常
に
多

く
あ
る
が
、
実
務
上
は
特
に

問
題
は
な
い
か
。

　

実
務
に
影
響
は
な
い
。

●
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用

助
成
金
の
助
成
対
象
想
定
数

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
対
象
と
な
る
18
歳
以
下

及
び
65
歳
以
上
の
人
口
に
、

類
似
団
体
を
参
考
に
し
た
掛

け
率
を
掛
け
て
算
出
し
た
５

７
０
人
を
想
定
し
て
い
る
。

７
月
１
日
の
市
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
案
内
を
開
始
、

７
月
３
日
か
ら
３
月
末
ま
で

の
申
請
受
付
を
予
定
し
て
い

る
。

　

商
店
街
チ
ャ
レ
ン
ジ
戦

略
支
援
事
業
費
補
助
金
に
お

い
て
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た

組
織
活
力
向
上
支
援
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

商
店
街
振
興
組
合
等

の
維
持
・
活
性
化
を
後
押
し

し
、
魅
力
増
加
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
事
業
で
あ
り
、
２
商
店
街

が
申
請
を
予
定
し
て
い
る
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
の
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
３
年
度
・
４
年
度

　
６
月
20
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
中
小
企
業
振
興
資

金
融
資
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
融
資
限
度
額
の
引
き
上

げ
、
据
え
置
き
期
間
延
長
の

特
例
措
置
の
利
用
実
績
は
。

　
令
和
２
年
度
10
件
、
３

年
度
６
件
、
４
年
度
31
件
、

５
年
度
２
件
の
49
件
。
内
訳

は
、
限
度
額
の
引
き
上
げ
40

件
、
据
え
置
き
期
間
延
長
７

件
、
両
方
の
申
込
み
は
２
件

と
な
っ
て
い
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

(

建
設
環
境
委
員
会
所
管
分)

　
町
会
等
活
動
支
援
事
業

の
備
品
購
入
の
内
容
を
伺
う
。

　

ガ
ス
ボ
ン
ベ
式
発
電
機

７
町
会
、
高
座
椅
子
４
町
会
、

パ
イ
プ
椅
子
３
町
会
、
折
り

畳
み
テ
ー
ブ
ル
４
町
会
、
拡

声
機
２
町
会
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
２
町

会
、
テ
ン
ト
２
町
会
、
空
気

清
浄
機
３
町
会
、
ハ
ン
ド
マ

イ
ク
つ
き
メ
ガ
ホ
ン
１
町
会
、

プ
リ
ン
タ
ー
１
町
会
、
自
動

掃
除
機
２
町
会
、
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
１
町
会
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
１
町
会
の
内
容
で
購

入
す
る
。

　
子
ど
も
及
び
高
齢
者
自

　
６
月
22
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
４
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
賦
課
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
今
回
の
道
路
交
通
法
の

一
部
改
正
で
、
特
定
小
型
原

動
機
付
自
転
車
い
わ
ゆ
る
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
が
新
た
に

加
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

本
条
例
の
背
景
や
国
の
動
向
、

概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

　
近
年
、
技
術
の
進
展
な

ど
に
よ
り
、
海
外
の
一
部
の

国
で
は
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

ー
が
移
動
・
運
送
手
段
と
し

て
活
用
さ
れ
始
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
に
お
い
て
も
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
、
新
た

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
主

に
通
勤
時
の
移
動
手
段
や
観

光
地
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
お
り
、
令
和
４
年
４
月

に
交
通
ル
ー
ル
に
関
し
て
道

路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
。
ま
た
、
運
転
に
つ
い

て
は
、
免
許
不
要
で
ヘ
ル
メ

ッ
ト
は
努
力
義
務
。
年
齢
要

件
と
し
て
、
16
歳
未
満
は
運

転
禁
止
で
車
両
提
供
も
禁
止

で
あ
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

(

総
務
文
教
委
員
会
所
管
分)

　
継
続
事
業
で
あ
る
不
登

校
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
こ

の
事
業
は
、
改
善
項
目
１
の

「
校
内
別
室
指
導
支
援
員
謝

礼
」と
改
善
項
目
２
の「
安

心
・
安
全
な
居
場
所
づ
く
り

委
託
料
ほ
か
」に
分
か
れ
て

い
て
、
合
計
２
０
６
３
万
９

千
円
の
補
正
額
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
２
つ
の
改
善
項
目

に
つ
い
て
、
ど
の
学
校
が
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
。

　

改
善
項
目
１
に
つ
い
て

は
、
校
内
別
室
指
導
支
援
員

を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
一
人
一

人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
福
生
第
六
小
学
校
と
市

内
３
校
の
中
学
校
で
行
い
、

事
業
費
は
、
校
内
に
お
い
て

不
登
校
傾
向
の
児
童
・
生
徒

の
た
め
の
別
室
を
校
内
に
設

置
し
た
際
の
支
援
員
へ
の
謝

礼
で
あ
る
。
改
善
項
目
２
に

つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
が

在
籍
す
る
学
級
に
、
入
り
づ

ら
い
等
の
理
由
か
ら
長
期
的

な
不
登
校
状
態
と
な
ら
な
い

よ
う
、
校
内
の
別
教
室
を
環

境
整
備
し
、
居
場
所
と
す
る
。

●
中
央
図
書
館
改
良
工
事

（
建
築
）請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

今
回
の
改
良
工
事（
建

築
）請
負
契
約
の
変
更
部
分

は
、
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
分

と
工
事
設
計
変
更
分
と
の
こ

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

▲福生市福祉バス（もくせい号）

▲中央体育館内のスクールソーシャルワーカー執務室を現地視察

▲自転車ヘルメットの一例

と
だ
が
、
こ
の
工
事
設
計
の

変
更
部
分
に
つ
い
て
詳
細
を

伺
う
。

　
工
事
設
計
変
更
分
に
つ

い
て
は
、
天
井
内
装
の
新
設

に
際
し
、
既
存
躯
体
に
支
持

材
を
施
工
し
た
と
こ
ろ
、
支

持
材
が
抜
け
落
ち
る
よ
う
な

事
象
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

既
存
躯
体
の
調
査
を
実
施
し
、

躯
体
内
部
に
欠
損
が
見
つ
か

っ
た
た
め
補
修
を
す
る
。
箇

所
数
等
は
、
壁
の
補
修
46
か

所
、
柱
、
は
り
の
補
修
26
か

所
、
屋
根
ス
ラ
ブ
の
補
修
25

平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

●
中
央
図
書
館
改
良
工
事

（
空
調
設
備
）請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て

　

空
調
設
備
の
機
器
の
入

荷
の
遅
れ
に
よ
り
60
日
延
長

と
い
う
こ
と
だ
が
、
改
良
工

事
の
全
体
工
期
に
関
し
て
影

響
を
及
ぼ
す
の
か
。

　
半
導
体
等
の
納
期
の
遅

れ
に
よ
り
、
工
期
内
で
空
調

機
器
の
試
運
転
調
整
が
取
れ

な
い
こ
と
か
ら
工
期
を
延
長

す
る
が
、
全
体
工
期
に
関
し

て
は
、
既
に
令
和
５
年
９
月

29
日
ま
で
の
契
約
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
工
期

へ
の
影
響
は
な
い
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
７
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
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編

集

後

記

議
員
改
選
後
、
初
の
定
例

会
と
な
り
ま
し
た
。
５
名
の

新
人
議
員
も
加
わ
り
、
新
体

制
で
の
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
議
長
を
除
く
18
名

か
ら
市
政
を
問
う
一
般
質
問

も
行
わ
れ
、
活
発
な
議
会
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
法
上
の

位
置
づ
け
が
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
症（
２
類
相

当
）か
ら
５
類
感
染
症
へ
移

行
さ
れ
、
初
の
定
例
会
と
な

り
ま
し
た
。

議
員
側
、
理
事
者
側
の
全

て
の
席
に
設
置
さ
れ
て
い
た

飛
沫
防
止
パ
ネ
ル
も
撤
去
し
、

開
放
感
を
感
じ
な
が
ら
議
事

が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
で
は
、
令
和
５

年
度
福
生
市
一
般
会
計
補
正

予
算
が
上
程
さ
れ
、「
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
」も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

物
価
高
騰
の
影
響
を
鑑
み
、

事
業
者
及
び
市
民
生
活
に
対

す
る
支
援
と
し
て
３
年
連
続

の
販
売
と
な
り
ま
す
が
、
市

の
経
済
に
と
っ
て
活
力
と
な

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
７
月
８
日
、
９
日

の
２
日
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
４
年
ぶ
り
と
な
る「
福

生
七
夕
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
日
程
短
縮
で
の

開
催
と
な
っ
た
た
め
、
み
こ

し
・
山
車
パ
レ
ー
ド
や
民
踊

パ
レ
ー
ド
と
い
っ
た
伝
統
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
未
開
催
で
し
た
。

来
年
以
降
に
期
待
し
ま
す
。

３　
横
田
基
地
周
辺
対
策
等

要
望
事
項（
案
）に
つ
い
て

　
例
年
実
施
し
て
い
る
防
衛

省
本
省
及
び
北
関
東
防
衛
局

へ
の
要
請
行
動
は
８
月
２
日

に
正
副
議
長
及
び
委
員
全
員

で
実
施
す
る
。

　

要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、

基
地
周
辺
対
策
の
充
実
、
騒

音
防
止
対
策
の
推
進
、
Ｃ
Ｖ

―
22
オ
ス
プ
レ
イ
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
、
基
地
外
に

お
け
る
軍
人
等
の
法
遵
守
・

マ
ナ
ー
の
向
上
に
つ
い
て
、

地
元
産
業
活
性
化
の
促
進
に

つ
い
て
、
基
地
の
運
用
に
伴

う
安
全
確
保
の
徹
底
に
つ
い

て
、
ま
た
、
市
が
要
望
し
て

い
る
令
和
６
年
度
防
衛
補
助

事
業
の
要
望
の
採
択
な
ど
全

14
項
目
。

４　
横
田
基
地
日
米
友
好
祭

に
つ
い
て

　
令
和
５
年
５
月
20
日
と
21

日
の
両
日
開
催
さ
れ
た
。
来

場
者
数
は
19
万
３
千
人
。

　
内
容
と
し
て
は
、
米
軍
や

自
衛
隊
等
の
航
空
機
の
展
示

で
は
、
24
機
種
の
地
上
展
示
、

ま
た
、
自
由
降
下
及
び
空
挺

降
下
の
展
示
、
花
火
の
打
ち

上
げ
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　
市
の
対
応
と
し
て
は
、
国

及
び
米
軍
に
対
し
基
地
周
辺

住
民
の
平
穏
な
生
活
の
た
め

の
安
全
対
策
、
騒
音
対
策
に

つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
。

５　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　
５
月
９
日
か
ら
19
日
の
間
、

硫
黄
島
で
実
施
さ
れ
る
、
空

母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
艦

載
機
の
着
陸
訓
練
に
つ
い
て
、

天
候
又
は
不
測
の
事
態
に
よ

り
、
硫
黄
島
に
お
け
る
所
要

の
訓
練
を
実
施
で
き
な
い
場

合
に
訓
練
を
実
施
す
る
飛
行

場
の
一
つ
に
横
田
基
地
が
指

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
訓
練
を

実
施
し
な
い
よ
う
要
請
し
た
。

６
月
15
日
、
横
田
基
地
内
で

安
全
上
の
脅
威
に
係
る
報
告

が
あ
り
、
憲
兵
中
隊
が
爆
破

予
告
に
対
応
し
、
避
難
を
勧

告
し
た
。
捜
索
の
結
果
、
基

地
関
係
者
や
施
設
に
対
す
る

脅
威
は
な
く
米
空
軍
特
別
捜

査
局
が
日
本
の
警
察
機
関
と

協
力
し
調
査
中
で
あ
る
、
と

の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

　
６
月
15
日
の
日
米
合
同
委

員
会
合
意
の
内
容
に
つ
い
て
、

日
本
政
府
が
実
施
し
て
い
る

在
日
合
衆
国
軍
施
設
・
区
域

の
整
備
に
関
し
、
令
和
５
年

度
か
ら
実
施
す
る
全
国
の
在

日
米
軍
基
地
等
に
関
す
る
事

業
の
う
ち
横
田
飛
行
場
関
連

の
も
の
は
、
倉
庫（
給
油
機

器
）及
び
整
備
用
格
納
庫
の

建
設
並
び
に
消
防
署
の
設
計
、

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
６
月
23
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
５
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
令
和
４
年
度
防
衛
補
助

事
業
等
実
施
状
況
に
つ
い
て

�

障
害
防
止
工
事
補
助
事
業

は
、
小
中
学
校
の
防
音
機
能

復
旧（
復
機
）事
業
、
下
水
道

事
業
会
計
の
雨
水
管
渠
更
生

事
業
な
ど
６
事
業
を
実
施
し
、

補
助
額
は
４
億
７
９
６
４
万�

５
千
円
。

　
民
生
安
定
施
設
整
備
補
助

金
事
業
は
、
防
災
行
政
無
線

（
移
動
系
）施
設
改
良
事
業
な

ど
５
事
業
を
実
施
し
、
補
助

額
は
、
２
億
６
６
２
２
万
８�

千
円
。

　
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
事
業
は
、
交
付

金
全
額
６
億
４
２
１
７
万
３�

千
円
の
全
額
を
防
災
食
育
セ

ン
タ
ー
維
持
管
理
等
委
託
事

業
な
ど
５
事
業
の
基
金
に
積

み
立
て
た
。

２　
令
和
６
年
度
防
衛
補
助

事
業
概
算
要
望
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
防
衛
補
助
事

業
概
算
要
望
で
は
、
小
中
学

校
の
防
音
機
能
復
旧（
復
機
）

事
業
、
下
水
道
事
業
会
計
の

雨
水
管
渠
更
生
事
業
、
福
生

駅
周
辺
拠
点
整
備
事
業
な
ど

８
事
業
を
要
望
し
、
要
望
額

の
合
計
は
、
令
和
６
年
度
国

庫
債
務
負
担
行
為
分
も
含
め

６
億
５
５
３
万
４
千
円
を
見

込
む
。 特

別
委
員
会
活
動
か
ら

特
別
委
員
会
活
動
か
ら

横
田
基
地
対
策

�
特
別
委
員
会

　全国市議会議長会では、議長及び議員として多年にわたり
地方自治に功績のあった方を表彰しています。
　令和５年度においては、２名の議員が表彰されました。

議長４年　清水　義朋 議員
議員15年　武藤　政義 議員

福生市議会では、議員のプロフィール、選挙時の公報、一般質
問の内容を、19名の議員ごとにまとめた『福生市議会　議員ＢＯ
ＯＫ』を作成しました。議会改革の一環として、“一般質問の重要
性”や“議会に関する情報”を積極的に発信していきます。

議員表彰

▲日米友好祭の様子

次回定例会【令和5年第3回】のお知らせ（予定）

日 月 火 水 木 金 土
9/3 4 5 6 7 8 9

本会議
午前10時開会

10 11 12 13 14 15 16

決算審査
特別委員会
午前10時開会

17 18 19 20 21 22 23
敬老の日

常任委員会
午前10時開会

秋分の日

24 25 26 27 28 29 30

議会運営
委員会
午前10時開会

本会議
午前10時開会

会期：令和５年９月５日～９月29日
※会期中に特別委員会が開催される予定です。
※日程は変更になることがあります。

一般質問一般質問一般質問一般質問

「声の市議会だより」をお届けしています「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」により、市議会だよりの音訳をデイジー方
式のＣＤにして、視覚障害者(１・２級)の方にお届けしています。　
　ご家族やお知り合いで、ご希望の方がいらっしゃいましたら、ご連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具として給付
を受けられます。

議会事務局　☎042-551-1523
多摩ケーブルネットワークでも本会議の生中継を放映します。
ぜひご覧ください。

ケーブルテレビによる議会中継ケーブルテレビによる議会中継

『福生市議会　議員BOOK』『福生市議会　議員BOOK』
を作成しました！を作成しました！

福生市議会ホームページに掲載
しています。
こちらのQRコードからご覧い
ただけます。


